


市立病院における新型コロナウイルスの影響について

宝塚市いじめ問題再調査委員会の調査報告

全国のコロナ患者受け入れ病院で、感染の不安からの受診抑制やコロナ対応に要する経費負担などにより、医業収
益が激減している。報道ランナー「わたしたちのまちの医療は今」というコロナ最前線での宝塚市立病院のドキュメン
タリーをみて、公立病院の必要性を再認識した。現段階での市立病院の状況は。

【回答】

①市内の病院が、医療従事者も患者も安心な医療環境を提供できる
ように、国の地方創生臨時交付金を有効利用する、寄付金を広く募
集するなど、第2波3派に備え、支援策を講じること。
②医療従事者に対する差別的な扱いや風評被害が社会現象化して
いる状況をふまえ、人権啓発の取り組みを強化し、心身共に安心で
きる環境整備すること。

医業収益は　本年4月が8憶600万円、昨年4月が8億8600万円なので、8000万円の減収。しかし、収支改
善の効果が見え始めた直近の本年3月は9憶6400万円だったので、ひと月で1億5000万を超える大幅減収
となった。
全国の病院と同じように、感染の不安からの受診抑制やコロナ対応に要する経費負担などにより、市立病
院も厳しい状況である。

【要望】

⇒補正予算で、新しいPCR検査機器・陰圧型スポット式環境改善装置（耳鼻
咽喉科などでの処置時の飛沫抑制）の購入予算がつきました。
新設された「新型コロナウイルス対策思いやり応援基金」も財源の一部に
なっています。

　2016年12月に起こった市立中学生徒の転落事案に関し、当初調査を担当した「第三者委員会」がいじめ4件を認める
報告書をまとめましたが、遺族側からいくつかの指摘があり、昨年7月に、弁護士や臨床心理士の資格をもつ大学教授な
ど5名で「再調査委員会」が発足されました。

　６月22日に再調査委員会は、「部活動やクラスで複数の生徒から無視された、Lineをブロックされたなど計25件のいじ
めがあったのに、学校や教育委員会は重大さを感じとれなかった。いじめと自死との間には強い関連性がある。」との報
告書を公表しました。
　6月29日の議員総会で、「宝塚市いじめ問題再調査委員会」の調査報告書に関する報告がありました。

　事前配布された150ページに渡る報告書（概要版）を読み、担当課から説明を受けた多くの議員から意見が出されまし
た。川口じゅんは、いじめは「部活動とLine」で起こっていたことに注目し、部活動の実態調査（顧問からの暴言や体罰を含
む）、LineなどSNS上でのいじめ対策として、匿名でのいじめ通報アプリ「stop it」の導入を意見しました。

　このいじめ通報アプリは、Lineなどのスクリーンショットなども添付でき、170以上の自治体で導入されています。
また、部活動における実態調査は、12月議会でも要望していた事項です。他自治体を参考に今、調査項目を検討している
と回答を得ました。

　最後に、市からは、今後の対策として7月6日に「総合教育会議」を開催（専門家3名に教育改革の提言を行う検証委員を
委託）、教育委員会からは、校長や教頭、生徒指導担当教員を対象に研修会を行う予定である等の話がありました。

　今回の調査書は、宝塚市のＨＰからも読むことができますので、お時間があるときにお読みいただけたらと思います。



文教生活常任委員会　所管事務調査
～宝塚市立病院の現状と課題について～

　川口じゅんは、今年も文教生活常任委員会に所属しています。

　各委員会では、付託議案の審議だけではなく、自主的にその委
員会が所管する事務について調査を行うことができます。
（文教生活常任委員会は、教育、子ども関連、福祉、医療などを所
管しています。）

　6月25日に、所管事務調査として「宝塚市立病院の現状と課題
について」当局から説明を受けました。

☆市立病院は、感染症指定医療機関ではないが、院内感染を起こすことなく、新型コロナウイルス感染症に対応す
ることができた。

☆①帰国者・接触者外来、②総合内科2（コロナ疑いの患者を一般外来で診察するのは、感染リスクが大きいので、
宝塚医師会連携し、4月13日に開始）、③コロナ専用病棟を開設・運営している。（5月に、HCU8床、救急医療セン
ター16床を閉鎖して「コロナ専用病棟」にした→患者数が落ち着いた現在は、救急医療センターは21床運用＆第2
波に備え3床をコロナ専用にしてある。）

☆コロナ対応のために、予期せぬ赤字が膨らみ、病院経営がさらに圧迫している。（感染を不安からの受診抑制、
コロナ対応のために救急体制の制限や病院機能の縮小などが原因）

☆6月19日現在、PCR検査は297件，うち陽性は32件（検査結果までには2～3日かかり、その間も陽性患者と同じ対
応（陰圧個室など）をしなければならない。）

☆マスクなどのご寄付、ご支援ありがとうございました！　流行の第2波、第3派に備えつつ、全職員が一丸となり、
本来の病院機能を回復させたい。

　先月「私たちの街の医療は、今」という市立病院のドキュメンタリーが放送されました。「自分が感染するかも」
「感染させるかもしれない」という不安の中で、使命感を支えに勤務にあたっている医療従事者の様子、緊迫した
現場を知った市民の方から、感謝の思いや応援したいという声が、わたしの所にも、たくさん届いています。

　今中病院長の「公立病院で宝塚市を支えないといけないから、逃げるわけにはいかない」という決意コメント
に、地域の公立病院の存在意義を再認識した方も多かったと思います。

　「10万円の給付金の中から寄付しましたよ。」「感謝のお手
紙を書きました。」とメールもいただきました。お気持ち、ほ
んとうにありがとうございます。
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